
第 34 回 日本臨床化学会近畿支部総会 

第 76 回 日本臨床化学会近畿支部例会 
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日 時： 2025 年 3 月 22 日（土）13：00～17：00 

 

場 所： 神戸学院大学 ポートアイランド第 1 キャンパス D 号館 D202 講義室 
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プログラム 

 

13：00～13：05 開会挨拶 

 

13：05～13：20 支部総会 

 

13：25～14：00 一般演題（発表 7 分 質疑応答 3 分） 

座長 坂本 秀生（神戸常盤大学保健科学部） 

 

  ① 「FOXP3 遺伝子プロモーター領域のメチル化率が自己免疫性甲状腺疾患の発症・病態 

に及ぼす影響」 

田伏 咲佑未（大阪大学大学院医学系研究科） 

  ② 「潰瘍性大腸炎におけるタウリン摂取の影響に関する基礎的検討」 

佐々木 流空（京都橘大学大学院健康科学研究科） 

  ③ 「プレセプシン産生に寄与するプロテアソームサブユニットの特定」 

溝越 祐志（神戸常盤大学保健科学部） 

 

14：05～15：05  新技術紹介                   

座長 竹橋 正則（神戸学院大学栄養学部） 

 

  「バイオマーカーとしてのマイクロ RNA とその臨床応用の紹介」 

ユン・リフン（MiRXES Japan 株式会社 代表取締役） 



 

15：05～15：20  休憩 

 

15：20～16：50 シンポジウム 「薬物療法における臨床検査の重要性」 

座長 池田 賢二（大阪大学大学院薬学研究科） 

井尻 健太郎（淀川キリスト教病院 臨床検査課） 

 

① 「抗菌薬の血中濃度測定に関する品質管理の現状」 

池田 賢二（大阪大学大学院薬学研究科医療薬学分野／一般社団法人TDM品質管理機構）  

② 「がん化学療法における薬学的管理の現状」 

廣部 祥子（大阪大学大学院薬学研究科医療薬理学分野／大阪大学医学部附属病院薬剤部）  

③ 「慢性疾患における薬学的管理の現状～血中薬物濃度の重要性～」 

浦嶋 庸子（大阪大谷大学薬学部臨床薬剤学講座） 

 

 

16：50～17：00  閉会挨拶 

日本臨床化学会近畿支部長 上田 一仁（関西医療大学保健医療学部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会場アクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「三宮駅前KPC乗り場」でご乗車いただくと構内の「バスターミナル」に着きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポートライナーでお越しの際は大きな歩道橋を渡って「中央エントランス」からお入りください 

 

＊ 会場までの案内は誘導係などを配置いたします 

* 


